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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器によって、ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを
判断する方法であって、
　ネットワークエンティティによって送信されたシステム情報を受信するステップと、
　前記システム情報においてブロードキャストされた値タグが前記ネットワークエンティ
ティのための記憶された値タグに等しいとき、前記ネットワークエンティティのための前
記システム情報が変化したかどうかを判断するために、前記システム情報の1つまたは複
数のパラメータを分析するステップと、
　前記ネットワークエンティティのための前記システム情報が変化したことを判断するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワークエンティティのための前記システム
情報を処理するステップと
　を含み、
　前記1つまたは複数のパラメータが、システム情報サイズを含み、
　前記1つまたは複数のパラメータを分析するステップは、前記システム情報サイズが記
憶されたシステム情報サイズと異なるかどうかを判断するために、前記システム情報サイ
ズを、前記ネットワークエンティティの以前に受信されたシステム情報からの前記記憶さ
れたシステム情報サイズと比較することに基づいて、前記システム情報が変化したかどう
かを判断するステップを含む、方法。
【請求項２】
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　前記システム情報サイズが、システム情報ブロックセグメントの数であって、マスタ情
報ブロックまたは前記システム情報における異なるシステム情報ブロックにおいて指定さ
れたシステム情報ブロックセグメントの数に対応し、
　前記記憶されたシステム情報サイズが、前記以前に受信されたシステム情報におけるシ
ステム情報ブロックセグメントの記憶された数に対応する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記1つまたは複数のパラメータが、前記システム情報においてブロードキャストされ
たシステム情報スケジュールパラメータをさらに含み、
　前記1つまたは複数のパラメータを分析するステップが、前記システム情報スケジュー
ルパラメータを、前記ネットワークエンティティの前記以前に受信されたシステム情報か
らの記憶されたシステム情報スケジュールパラメータと比較することに基づいて、前記シ
ステム情報が変化したかどうかを判断するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法
。
【請求項４】
　前記システム情報においてブロードキャストされた前記システム情報スケジュールパラ
メータが、前記システム情報の位置またはオフセットに対応し、
　前記記憶されたシステム情報サイズが、前記以前に受信されたシステム情報の記憶され
た位置またはオフセットに対応する、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記1つまたは複数のパラメータが、前記システム情報においてブロードキャストされ
たマスタ情報ブロックにおいて指定された値をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記1つまたは複数のパラメータを分析する前記ステップが、前記マスタ情報ブロック
においてブロードキャストされたマスタ情報ブロック値タグを、前記ネットワークエンテ
ィティの前記以前に受信されたシステム情報からの記憶されたマスタ情報ブロックにおけ
る記憶されたマスタ情報ブロック値タグと比較することに基づいて、前記システム情報が
変化したかどうかを判断するステップをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを判断するための装置で
あって、
　ネットワークエンティティによって送信されたシステム情報を受信するための手段と、
　前記システム情報においてブロードキャストされた値タグが前記ネットワークエンティ
ティのための記憶された値タグに等しいとき、前記ネットワークエンティティのための前
記システム情報が変化したかどうかを判断するために、前記システム情報の1つまたは複
数のパラメータを分析するための手段と、
　前記ネットワークエンティティのための前記システム情報が変化したことを判断するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワークエンティティのための前記システム
情報を処理するための手段と
　を含み、
　前記1つまたは複数のパラメータが、システム情報サイズを含み、
　分析するための前記手段は、少なくとも部分的に、前記システム情報サイズが記憶され
たシステム情報サイズと異なるかどうかを判断するために、前記システム情報サイズを、
前記ネットワークエンティティの以前に受信されたシステム情報からの前記記憶されたシ
ステム情報サイズと比較することに基づいて、前記システム情報が変化したかどうかを判
断することによって、前記1つまたは複数のパラメータを分析する、装置。
【請求項８】
　前記ブロードキャストされたシステム情報サイズが、システム情報ブロックセグメント
の数であって、マスタ情報ブロックまたは前記システム情報における異なるシステム情報
ブロックにおいて指定されたシステム情報ブロックセグメントの数に対応し、
　前記記憶されたシステム情報サイズが、前記以前に受信されたシステム情報におけるシ
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ステム情報ブロックセグメントの記憶された数に対応する、請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記1つまたは複数のパラメータは、前記システム情報においてブロードキャストされ
たシステム情報スケジュールパラメータをさらに含み、
　分析するための前記手段が、少なくとも部分的に、前記システム情報スケジュールパラ
メータを、前記ネットワークエンティティの前記以前に受信されたシステム情報からの記
憶されたシステム情報スケジュールパラメータと比較することに基づいて、前記システム
情報が変化したかどうかを判断することによって、前記1つまたは複数のパラメータを分
析する、請求項7に記載の装置。
【請求項１０】
　前記システム情報においてブロードキャストされた前記システム情報スケジュールパラ
メータが、前記システム情報の位置またはオフセットに対応し、
　前記記憶されたシステム情報サイズが、前記以前に受信されたシステム情報の記憶され
た位置またはオフセットに対応する、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記1つまたは複数のパラメータが、前記システム情報においてブロードキャストされ
たマスタ情報ブロックにおいて指定された値をさらに含む、請求項7に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、2014年9月2日に出願された「TECHNIQUES FOR READING SYSTEM INFORMATION IN WIRELES
S COMMUNICATIONS」と題する米国非仮出願第14/475,177号、2014年2月5日に出願された「
APPARATUS AND METHOD FOR READING SYSTEM INFORMATION IN WIRELESS COMMUNICATIONS」
と題する米国仮出願第61/936,301号、および2014年2月4日に出願された「APPARATUS AND 
METHOD FOR READING SYSTEM INFORMATION IN WIRELESS COMMUNICATIONS」と題する米国仮
出願第61/935,664号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、および放送などの様々な電気通信サービ
スを提供するために、ワイヤレス通信システムが広範囲に配備されている。通常のワイヤ
レス通信システムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、帯域幅、送信電力)を共有
することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を利
用することができる。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続(CDMA)システ
ム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分
割多元接続(OFDMA)システム、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)システム、
および時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)システムがある。
【０００３】
　これらの複数のアクセス技術は、異なるワイヤレスデバイスが、都市、国家、地域、さ
らには世界レベルで通信することを可能にする共通のプロトコルを提供するために、様々
な電気通信規格に採用されている。台頭しつつある電気通信規格の例は、ロングタームエ
ボリューション(LTE)である。LTEは、第3世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)によ
って公表されたUniversal Mobile Telecommunications System(UMTS)のモバイル規格に対
する拡張セットである。LTEは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロー
ドバンドインターネットアクセスをより良くサポートすること、コストを下げること、サ
ービスを改善すること、新しいスペクトルを利用すること、ならびに、ダウンリンク(DL)
上のOFDMA、アップリンク(UL)上のSC-FDMA、および多入力多出力(MIMO)アンテナ技術を使
用して、他のオープン規格とより良く統合することを行うように設計されている。しかし
ながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるのに伴い、LTE技
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術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、こ
れらの技術を利用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【０００４】
　いくつかのシステムでは、ネットワークは、セル内のすべてのUEに重要な情報をブロー
ドキャストするためにシステム情報(たとえば、セルにおけるネットワークアクセスを要
求する際に使用される情報)を使用し、これは一般に、アクセス技術によって定義される
システム情報ブロック(SIB)および/またはマスタ情報ブロック(MIB)でシグナリングされ
る。SIBでブロードキャストされる情報は変わる可能性があり、SIBの変化をUEに示すため
に、SIB内の値タグが使用される。特に、ブロードキャストされた値タグがUEに記憶され
たタグに一致するとき、UEがブロードキャストされたSIBを読み取る必要はなく、代わり
に、記憶されたSIB(たとえば、または前のSIBからの記憶された情報)を使用することがで
きるように、ある範囲の値を使用して、SIBの変化を示すことができ、これによって、UE
の電力を節約し、無線リソースを温存し、ネットワークにアクセスする際の不必要な遅延
を回避することなどが可能になる。1つの特定の実装形態では、UMTSにおいて、SIB5値タ
グは、値1～4を有することができ、これは、SIB5がセルにおいて変更されるにつれて循環
する。したがって、セルに戻るUEがUEによって以前に記憶されたもの以外の値に遭遇した
場合、UEは、セルからSIB5を受信し、処理し、記憶することができる。
【０００５】
　しかしながら、ネットワークが、たとえば高速ランダムアクセスチャネル(HS-RACH)お
よび/または高速順方向アクセスチャネル(HS-FACH)の動的なアクティブ化/非アクティブ
化など、いくつかの機能を実施する可能性があり、これは、共通の拡張データチャネル(E
-DCHl)/高速専用共有チャネル(HS-DSCH)情報が含まれるかどうかに応じてアクティブ化/
非アクティブ化を示すために、SIB5の変更を使用する。したがって、SIB5の内容は、頻繁
にトグルおよび/または変更され得、4つの値タグでは、SIB5の変化を確実に示すために十
分ではない可能性がある。特に、UEは、セルを離れる可能性があり、そのセルは、UEが戻
る前に、値タグを完全に循環する可能性があり、この場合、UEは、同じ値タグを読み取る
可能性があり、したがって、SIB5が変化した可能性があっても、SIB5を読み取らない。こ
れによって、UEがそのセルと通信することができないことがあり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下では、1つまたは複数の態様の基本的な理解をもたらすために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の広範な概要ではな
く、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでもなく、いずれかまたはすべ
ての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説
明の前置きとして、簡略化された形態で1つまたは複数の態様のいくつかの概念を提示す
ることである。
【０００７】
　一例によれば、ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを判断す
るための方法が提供される。この方法は、ネットワークエンティティによって送信された
システム情報を受信するステップと、システム情報においてブロードキャストされた値タ
グがネットワークエンティティのための記憶された値タグに等しいとき、ネットワークエ
ンティティのためのシステム情報が変化したかどうかを判断するために、システム情報の
1つまたは複数のパラメータを分析するステップと、ネットワークエンティティのための
システム情報が変化したことを決定することに少なくとも部分的に基づいて、ネットワー
クエンティティのためのシステム情報を処理するステップとを含む。
【０００８】
　別の態様では、ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを判断す
るための装置が提供される。この装置は、ネットワークエンティティによって送信された
システム情報を受信するように構成されたシステム情報ブロック(SIB)/マスタ情報ブロッ
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ク(MIB)受信構成要素を含む。この装置は、システム情報においてブロードキャストされ
た値タグがネットワークエンティティのための記憶された値タグに等しいとき、ネットワ
ークエンティティのためのシステム情報が変化したかどうかを判断するために、システム
情報の1つまたは複数のパラメータを分析するように構成されたパラメータ分析構成要素
と、ネットワークエンティティのためのシステム情報が変化したことを決定することに少
なくとも部分的に基づいて、ネットワークエンティティのためのシステム情報を処理する
ように構成されたSIB処理構成要素とをさらに含む。
【０００９】
　また別の態様では、ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを判
断するための装置が提供される。この装置は、ネットワークエンティティによって送信さ
れたシステム情報を受信するための手段と、システム情報においてブロードキャストされ
た値タグがネットワークエンティティのための記憶された値タグに等しいとき、ネットワ
ークエンティティのためのシステム情報が変化したかどうかを判断するために、システム
情報の1つまたは複数のパラメータを分析するための手段とを含む。装置は、ネットワー
クエンティティのためのシステム情報が変化したことを決定することに少なくとも部分的
に基づいて、ネットワークエンティティのためのシステム情報を処理するための手段をさ
らに含む。
【００１０】
　さらなる態様では、ネットワークエンティティのシステム情報を読み取るかどうかを判
断するための方法が提供される。この方法は、ネットワークエンティティから受信された
システム情報に関係する再読取りタイマーを初期化するステップと、再読取りタイマーの
満了を検出するステップと、再読取りタイマーの満了に少なくとも部分的に基づいて、ネ
ットワークエンティティのカバレージに移動すると、ネットワークエンティティのために
受信された追加のシステム情報を処理するステップとを含む。
【００１１】
　上記の目的および関連の目的を達成するために、1つまたは複数の態様は、以下で十分
に説明され、特許請求の範囲で具体的に指摘される特徴を備える。以下の説明および添付
の図面は、1つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載している。これ
らの特徴は、しかしながら、様々な態様の原理が利用され得る様々な方法のいくつかしか
示しておらず、この説明は、すべてのそのような態様と、それらの等価物とを含むことが
意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本明細書で説明する態様による、例示的なワイヤレス通信システムを示すブロッ
ク図である。
【図２】システム情報を処理する例示的な方法を表す複数の機能ブロックを含む流れ図で
ある。
【図３】システム情報の変化を示す例示的な方法を表す複数の機能ブロックを含む流れ図
である。
【図４】タイマーに基づいてシステム情報を処理する例示的な方法を表す複数の機能ブロ
ックを含む流れ図である。
【図５】処理システムを利用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図であ
る。
【図６】LTE電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図である。
【図７】LTEネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワークの一例を示す図
である。
【図８】ユーザプレーンおよび制御プレーンの無線プロトコルアーキテクチャの一例を示
す図である。
【図９】アクセスネットワーク中の発展型ノードBおよびユーザ機器の一例を示す図であ
る。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に記載される詳細な説明は、添付の図面とともに、様々な構成を説明することを意
図しており、本明細書において説明される概念を実施することができる唯一の構成を表す
ことは意図していない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供するために具体的
な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践され得る
ことは当業者に明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にすることを回
避するために、よく知られたコンポーネントがブロック図の形態で示されている。ある態
様では、構成要素は、システムを構成する部分のうちの1つでもよく、ハードウェアまた
はソフトウェアでもよく、他の構成要素に分割されてもよい。
【００１４】
　本明細書で説明する様々な態様は、ユーザ機器(UE)がシステム情報を再度読み取ること
を回避できるようにするために、セルにおけるシステム情報が変化したかどうかを示すこ
とに関する。一例では、システム情報ブロック(SIB)を読み取るUEまたは他のデバイスは
、関係する値タグをSIBに含むまたは含まない1つまたは複数のパラメータに基づいて、SI
Bが変化したかどうかを判断することができる。1つまたは複数のパラメータは、スケジュ
ーリング情報に含まれるSIBセグメントの数を含むことができる。たとえば、セルによっ
て追加の機能がサポートされるようになる、またはサポートされなくなると、SIBのサイ
ズは増減する可能性があり、UEは、SIBのサイズが以前に記憶されたバージョンのSIB(ま
たは情報の一部)から変化すると、SIBが変化したことを決定することができる。別の例で
は、ネットワークは、SIBが変化したことを示すためにSIBのセグメントの異なるスケジュ
ーリングを使用することができ、UEは、SIBが変化したかどうかを判断するためにセルの
ための記憶されたSIBと比較して、送信されたSIBにおいて使用される異なるスケジューリ
ングを検出することができる。また別の例では、ネットワークは、マスタ情報ブロック(M
IB)など他のシステム情報におけるビット、または、SIBが変化したかどうかを示すために
、SIBの以前に読み取られた他の情報などを使用することができる。上記の例において、U
Eは、値タグに関係なく、セルにおいてSIBが変化したかどうかを判断することができるこ
とを諒解されたい。
【００１５】
　本明細書で使用する「ネットワークエンティティ」という用語は、ワイヤレスネットワ
ークアクセスの受信を容易にするためにUEが通信することができるワイヤレスネットワー
クにおける実質的に任意のノードも指し得る。たとえば、「ネットワークエンティティ」
は、本明細書でさらに説明するように、無線トランシーバ装置、ノードBなどを含み得る
。さらに、本明細書で使用する「システム情報」という用語は、セルにおける1つまたは
複数のサービスへのアクセスを容易にするために、ネットワークエンティティからUE(た
とえば、提供されたセルにおける)にブロードキャストされる実質的に任意の情報を指し
得る。たとえば、「システム情報」は、たとえばUMTSなど、1つまたは複数のネットワー
ク技術に適用可能な規格において定義された1つまたは複数のMIBおよび/またはSIBを含み
得る。さらに、本明細書では一般的にSIBが言及されるが、本明細書で説明する機能がシ
ステム情報の実質的に任意の部分に適用され得ることを諒解されたい。
【００１６】
　図1は、例示的な構成による、ワイヤレス通信用のシステム100を示す概略図である。図
1は、ワイヤレスネットワークにおけるネットワークエンティティ104と通信するUE102を
含む。1つのUE102および1つのネットワークエンティティ104が示されているが、複数のUE
102が1つのネットワークエンティティ104と通信することができ、1つのUE102が複数のネ
ットワークエンティティ104と通信することができることなどを諒解されたい。
【００１７】
　UE102は、限定はしないが、スマートフォン、セルラー電話、モバイルフォン、ラップ
トップコンピュータ、タブレットコンピュータ、または独立型デバイスであり別のデバイ
ス(たとえばコンピュータに接続されるモデム)にテザリングされ得る他のポータブルネッ
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トワークデバイスなどの任意のタイプのモバイルデバイスを含み得る。加えて、UE102は
、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス
ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、モバイル通信デバイス、ワイヤレスデ
バイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、端末、ユーザエージェ
ント、モバイルクライアント、クライアントと呼ばれるか、または他の何らかの適切な用
語で呼ばれることもある。一般に、UE102は、ポータブルと見なされるほど十分に小型か
つ軽量であり得るし、本明細書に記載される1つまたは複数のOTA通信プロトコルを使用し
て、オーバージエア通信リンクを介してワイヤレスに通信するように構成される場合があ
る。加えて、いくつかの例では、UE102は、複数の別個のサブスクリプション、複数の無
線リンクなどを介して複数の別個のネットワーク上での通信を容易にするように構成され
得る。
【００１８】
　さらに、ネットワークエンティティ104は、アクセスポイント、基地局(BS)、ノードB、
eノードB(eNB)、リレー、ピアツーピアデバイス、認証、許可およびアカウンティング(AA
A)サーバ、モバイル交換センタ(MSC)、モビリティ管理エンティティ(MME)、無線ネットワ
ークコントローラ(RNC)、またはスモールセルなどの任意のタイプのネットワークモジュ
ールのうちの1つまたは複数を含み得る。本明細書で使用される「スモールセル」という
用語は、アクセスポイントまたはアクセスポイントの対応するカバレージエリアを指すこ
とがあり、この場合のアクセスポイントは、たとえば、マクロネットワークアクセスポイ
ントまたはマクロセルの送信電力またはカバレージエリアと比較して、相対的に低い送信
電力または相対的に小さいカバレージを有する。たとえば、マクロセルは、限定はされな
いが、半径数キロメートルなどの、比較的大きい地理的エリアをカバーすることができる
。対照的に、スモールセルは、限定はされないが、自宅、建築物、または建築物のフロア
などの、比較的小さい地理的エリアをカバーすることができる。そのため、スモールセル
は、限定はしないが、BS、アクセスポイント、フェムトノード、フェムトセル、ピコノー
ド、マイクロノード、ノードB、eNB、ホームノードB(HNB)、またはホーム発展型ノードB(
HeNB)などの装置を含む場合がある。したがって、本明細書で使用される「スモールセル
」という用語は、マクロセルと比較して、相対的に低い送信電力および/または相対的に
小さいカバレージエリアのセルを指す。加えて、ネットワークエンティティ104は、ワイ
ヤレスおよび/またはコアネットワークの1つまたは複数の他のネットワークエンティティ
と通信し得る。
【００１９】
　加えて、システム100は、限定はしないが、ワイドエリアネットワーク(WAN)、ワイヤレ
スネットワーク(たとえば、802.11もしくはセルラーネットワーク)、公衆交換電話網(PST
N)ネットワーク、アドホックネットワーク、パーソナルエリアネットワーク(たとえば、B
luetooth(登録商標))、またはネットワークプロトコルおよびネットワークタイプの他の
組合せもしくは並べ替えなどの任意のネットワークタイプを含み得る。そのようなネット
ワークは、単一のローカルエリアネットワーク(LAN)もしくはワイドエリアネットワーク(
WAN)、またはインターネットなどのLANもしくはWANの組合せを含み得る。そのようなネッ
トワークは、広帯域符号分割多元接続(W-CDMA)システムを含む場合があり、この規格に従
って1つまたは複数のUE102と通信し得る。当業者が容易に諒解するように、本明細書で説
明する様々な態様は、他の電気通信システム、ネットワークアーキテクチャ、および通信
規格に拡張され得る。例として、様々な態様は、時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)
、高速ダウンリンクパケットアクセス(HSDPA)、高速アップリンクパケットアクセス(HSUP
A)、高速パケットアクセスプラス(HSPA+)、および時分割CDMA(TD-CDMA)などの、他のユニ
バーサルモバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS)システムに拡張され得る。様々
な態様はまた、(FDDモード、TDDモード、もしくは両方のモードにおける)ロングタームエ
ボリューション(LTE)、(FDDモード、TDDモード、もしくは両方のモードにおける)LTEアド
バンスト(LTE-A)、CDMA2000、エボリューションデータオプティマイズド(EV-DO)、ウルト
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ラモバイルブロードバンド(UMB)、電気電子技術者協会(IEEE)802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16
(WiMAX(登録商標))、IEEE802.20、ウルトラワイドバンド(UWB)、Bluetooth(登録商標)、
および/または他の適切なシステムを採用するシステムに拡張され得る。採用される実際
の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、および/または通信規格は、特定の適用
例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存する。ネットワークに結合される様
々なデバイス(たとえば、UE102、ネットワークエンティティ104)は、1つまたは複数の有
線接続またはワイヤレス接続を介してコアネットワークに結合され得る。
【００２０】
　ユーザ機器102は、ネットワークエンティティ104によってブロードキャストされる1つ
または複数のMIBおよび/またはSIBを受信するためのSIB/MIB受信構成要素106と、UE102が
ネットワークエンティティ104のセルにおいて以前に動作していたときなど、ネットワー
クエンティティ104から1つまたは複数の以前に受信されたSIBおよび/またはMIBに対して
、ネットワークエンティティ104のための1つまたは複数のSIBおよび/またはMIBが変化し
たかどうかを判断するために、システム情報の1つまたは複数のパラメータを分析するた
めのパラメータ分析構成要素108とを含み得る。パラメータ分析構成要素108は、(たとえ
ば、セグメントの数、バイトなど)SIBのサイズを取得するためのSIBサイズ決定構成要素1
10、SIB内のセグメントのスケジューリングを決定するためのSIBスケジュール検出構成要
素112、ネットワークエンティティ104から受信された1つまたは複数のMIBの1つまたは複
数の値を分析するためのMIB分析構成要素114、および/またはSIBを再度読み取るかどうか
を判断するために1つまたは複数のタイマーを利用するためのSIB再読取りタイマー構成要
素116を随意に含むことができる。UE102は、ネットワークエンティティ104から受信され
た1つまたは複数のSIBを取得し、読み取るためのSIB処理構成要素118、およびネットワー
クエンティティ104から受信された1つまたは複数のMIBを取得し、読み取るためのMIB処理
構成要素120も含む。さらに、UE102は、(たとえば、関係するセルにおける)ネットワーク
エンティティ104との後続の通信においてネットワークエンティティ(たとえば、SI124)か
らSIを受信し、処理しなければならないことを回避するために、たとえばネットワークエ
ンティティ104、または関係するセルなど、1つまたは複数のネットワークエンティティの
ための受信されたシステム情報(SI)122を記憶することができる。
【００２１】
　ネットワークエンティティ104は、ネットワークエンティティと通信するための情報を
含む1つまたは複数のSIBを作成するためのSIB生成構成要素130と、ネットワークエンティ
ティと通信するための情報、および/またはSIBに関する情報も含むことができる1つまた
は複数のMIBを作成するためのMIB生成構成要素132と、(たとえば追加でサポートされた機
能による)システム情報の以前の送信からのシステム情報の変化を示すためのオプション
のSIB変化指示構成要素134と、ワイヤレスネットワークにおける1つまたは複数のUEまた
は他のデバイスにMIB/SIBを通信するためのSIB/MIB送信構成要素136とを含むことができ
る。
【００２２】
　一例によれば、UE102は、記載したように、ワイヤレスネットワークアクセスを受信す
るためにネットワークエンティティ104と通信し、ネットワークエンティティ104からMIB/
SIB情報を受信し、処理することができる。この例では、ネットワークエンティティ104は
、UE102がその中で通信できるセルを提供することができる。したがって、SIB生成構成要
素130は、そのセルにおいて通信するための情報を含む1つまたは複数のSIBを生成するこ
とができ、MIB生成構成要素132は、セルおよび/またはSIB情報において通信するための情
報を含む1つまたは複数のMIBを生成することができ、SIB/MIB送信構成要素136は、セル内
でMIB/SIBを送信することができる。SIB/MIB受信構成要素106は、セルからMIB/SIBを受信
することができ、MIB処理構成要素120は、1つまたは複数のMIBを処理することができ、SI
B処理構成要素118は、1つまたは複数のSIBを処理することができ、UE102は、提供された
セルにおけるネットワークエンティティと通信するためにMIB/SIBにおいて受信された情
報を利用することができる。
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【００２３】
　SIB/MIB受信構成要素106は、トランシーバ(たとえば、図4のトランシーバ410)の受信機
部、または伝送媒体(たとえば、無線周波数(RF)リソース)を介してワイヤレス信号を受信
するように構成された実質的に任意の受信機もしくは関係するプロセッサを含み得ること
を諒解されたい。同様に、SIB/MIB送信構成要素136は、トランシーバ(たとえば、図4のト
ランシーバ410)の送信機部、または伝送媒体を介してワイヤレス信号を送信するように構
成された実質的に任意の送信機もしくは関係するプロセッサを含み得る。
【００２４】
　しかしながら、記載したように、SIB情報が変化しなかった場合、セルに再び入るか、
またはさもなければセルからワイヤレスネットワークへのアクセスを試みるとき、UE102
がSIB情報を再度読み取る/処理する必要がないように、UE102は、ネットワークエンティ
ティ104のためのSIB情報を記憶することができる。値タグを使用することを除いて、また
はそれに加えて、上述したように、図2および図3を参照してさらに後述するように、UE10
2は、SIB情報が変化したかどうかを判断するために、ネットワークエンティティ104によ
って指定された1つまたは複数の他のパラメータを利用することができる。たとえば、UE1
02は、ネットワークエンティティ104のカバレージに再び入るとき、1つまたは複数のMIB
を読み取ることができ、および/または、所与のSIBに関する情報を決定するために、1つ
または複数の他のSIBを読み取ることができる。これは、ネットワークエンティティ104の
カバレージに再び入るすべての場合に、または、ネットワークエンティティ104のために
記憶された値タグがネットワークエンティティ104のために読み取られたものと同じであ
る(たとえば、MIB/SIBにおいて読み取られ、値タグが循環したことを示し得る)ことをUE1
02が決定する場合のみに起こり得る。いずれにせよ、SIB情報が変化した場合、SIB処理構
成要素118は、ネットワークエンティティ104からSIBを読み取り、処理することができ、
これは、その後の比較のためにもSIB情報を記憶することを含み得る。図4を参照して記載
される別の例では、UE102は、SIBおよびネットワークエンティティ104に関係するタイマ
ーが期限切れになると、所与のSIBを再度読み取ることができる。
【００２５】
　図1～図4を参照すると、態様は、本明細書で説明するアクションまたは機能を実行する
ことができる、1つまたは複数の構成要素および1つまたは複数の方法を参照しながら示さ
れる。図2～図4において後述する動作は、特定の順序で、および/または例示的な構成要
素によって実行されるものとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実
行する構成要素は、実装形態に応じて様々である可能性があることを理解されたい。その
上、以下の活動または機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムさ
れたソフトウェアもしくはコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサ、または説明され
る活動もしくは機能を実行することが可能なハードウェアコンポーネントおよび/もしく
はソフトウェアコンポーネントの任意の他の組合せによって実行され得ることを理解され
たい。その上、ある態様では、コンポーネントは、システムを構成する部分の1つであっ
てよく、ハードウェアまたはソフトウェアであってよく、かつ/または他のコンポーネン
トに分割されてよい。
【００２６】
　図2は、ネットワークエンティティのシステム情報が変化したかどうかを判断するため
の例示的な方法200を示す。この方法200は、UE102がセルにおいて以前に受信された、記
憶されたバージョンのシステム情報を含む場合、以前のセルのカバレージに再び入ると、
UE102(図1)によって実行され得ることを諒解されたい。方法200は、ブロック202で、ネッ
トワークエンティティによって送信されたシステム情報を受信するステップを含む。UE10
2は、ネットワークエンティティ104によって送信されるシステム情報(たとえば、システ
ム情報(SI)124)を受信するためのSIB/MIB受信構成要素106を含み、ここにおいて、システ
ム情報は、関係するセルにおけるネットワークアクセスを要求するための情報を含む1つ
または複数のSIBおよび/またはMIBを含み得る。
【００２７】
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　方法200は、随意に、ブロック204で、システム情報におけるブロードキャストされた値
タグをネットワークエンティティの記憶された値タグと比較するステップを含む。SIB処
理構成要素118は、システム情報(たとえば、SI124)におけるブロードキャストされた値タ
グを、(たとえば、ネットワークエンティティ104または関係するセルのための記憶された
SI122における)ネットワークエンティティの記憶された値タグと比較することができる。
たとえば、UE102は、値タグが記憶されたSI122において変化していない(および/または、
本明細書で記載されているようにシステム情報の追加の事項またはパラメータの対象とな
る)場合、次の検索のための値タグを含む以前のSIBを記憶することができる。値タグが異
なる場合、システム情報は変化しており、記載されているように、記憶されたSI122とし
て、再度読み取られ得る(たとえば、SI124は、SIB処理構成要素118によって処理され、UE
102によって記憶され得る)。値タグが同じである場合、システム情報は変化していない可
能性があり、しかし、記載されているように、システム情報が変化し、結局以前の値にな
るとき、値タグが値を循環した可能性もある。したがって、値タグが、システム情報が変
化したかどうかの正確な表現でない可能性があるので、ブロック204におけるこの比較は
、随意とすることができる。しかしながら、別の例では、値タグが異なるとき、方法200
の1つまたは複数の残りのブロック(たとえば、ブロック206)を実行することを回避するよ
うに、ブロック204における比較を実行することは依然として有用であり得る。
【００２８】
　方法200は、ブロック206で、ネットワークエンティティのためのシステム情報が変化し
たかどうかを判断するために1つまたは複数のパラメータを分析するステップも含む。パ
ラメータ分析構成要素108は、(たとえば、後述する機能を実行するその随意の構成要素の
うちの1つまたは複数によって)ネットワークエンティティのためのシステム情報が変化し
たかどうかを判断するために、1つまたは複数のパラメータを分析することができる。た
とえば、これは、本明細書で説明するように、システム情報(たとえば、SI124)などの1つ
または複数のパラメータを分析することを含み得る。別の例では、これは、本明細書でさ
らに説明するように、MIB処理構成要素120が、システム情報が変化したかどうかを判断す
るために、1つまたは複数のMIBパラメータを取得することを含むことができる。(たとえ
ば、SIBまたはMIBにおける)ネットワークエンティティから受信されたシステム情報のパ
ラメータは、本明細書ではシステム情報値とも呼ばれ得る。さらに、本明細書でさらに説
明するように、システム情報が変化したかどうかを判断するステップは、システム情報に
おける受信されたパラメータを以前に受信されたシステム情報からの記憶されたパラメー
タと比較するステップを含み得る。比較において使用され得る、ネットワークエンティテ
ィから以前に受信され、UE102によって記憶されたステム情報のパラメータは、本明細書
では記憶されたシステム情報値とも呼ばれ得る。
【００２９】
　方法200は、ブロック208で、ネットワークエンティティのためのシステム情報が変化し
たとき、ネットワークエンティティのためのシステム情報を処理するステップも含む。SI
B処理構成要素118は、本明細書に記載されたように、ネットワークエンティティ104のた
めのシステム情報が変化したとき(たとえば、ブロック206において決定されたように)、
ネットワークエンティティ104のためのシステム情報を処理することができる。
【００３０】
　一例では、SIBサイズ決定構成要素110は、パラメータ分析構成要素108によって分析さ
れる1つまたは複数のパラメータの一部として、(たとえば、1つまたは複数のSIBなど)シ
ステム情報のサイズを取得することができる。このサイズは、本明細書ではシステム情報
サイズとも呼ばれる。一例では、所与のSIBのサイズは、ネットワークエンティティ104か
ら受信された1つまたは複数の他のSIBまたは1つまたは複数のMIBに含まれ得る。したがっ
て、一例では、SIBサイズ決定構成要素110は、MIB処理構成要素120によって処理されるMI
Bの1つまたは複数の値に基づいてSIBのサイズを決定することができる。(たとえば、以前
に処理されたバージョンのSIBと比較して)サイズが変化したことをSIBサイズ決定構成要
素110が決定した場合、SIB処理構成要素118は、ネットワークエンティティ104によって送
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信されたSIBのうちの1つまたは複数を処理することができる。以前に処理されたバージョ
ンのSIBのサイズは、UE102によって記憶され得、本明細書では記憶されたシステム情報サ
イズとも呼ばれる。
【００３１】
　たとえば、1つまたは複数のMIBまたはSIBは、SIBサイズが決定され得る所与のSIB(たと
えば次のSIB)のためのスケジューリング情報を含むことができる。スケジューリング情報
は、たとえば、所与のSIBにおけるセグメントの数を含み得る。したがって、一例では、S
IBサイズ決定構成要素110は、1つまたは複数の前のMIBまたはSIBおいて指定されている、
SIBについてのセグメントの数が、(たとえば、記憶されたMIBまたは記憶されたSIBにおけ
る)所与のSIBについてUE102によって記憶されたものと異なることを決定することができ
る。この場合、SIB処理構成要素118は、ネットワークエンティティ104からのシグナリン
グで所与のSIBを受信し、および/または処理することを決定することができる。したがっ
て、たとえば、SIBサイズ(たとえば、セグメントの数によって表される)は、SIBが変化し
たかどうかを示すために使用することができ、および/または値タグがサイクルを完了し
たかどうかを示すために値タグとともに使用することができる。後者の例では、ネットワ
ークエンティティ104からの1つまたは複数の他のSIBまたはMIBにおいて示される値タグが
ネットワークエンティティ104のために記憶されたものと同じであることをSIB処理構成要
素118が決定すると、SIBサイズ決定構成要素110は、SIBサイズを決定することができる。
【００３２】
　特定の例では、各SIBセグメントは、246ビットを含むことができる。追加の特徴がネッ
トワークエンティティ104によってサポートされるようになると、これによって、SIBの変
更は、少なくとも追加のサポートされた特徴を宣伝することができ、SIBのサイズが増加
し得る。したがって、ネットワークエンティティ104は、所与のSIBをブロードキャストす
る際に、より多くのSIBセグメント(たとえば、UE102および/またはネットワークエンティ
ティ104によって既知の、および/または識別可能であるいくつかのSIBインデックスのう
ちの1つを有する)を使用することができる。同様に、いくつかの特徴がサポートされなく
なると、対応するSIBのサイズ(たとえば、SIBをブロードキャストするために使用されるS
IBセグメントの数)が低減し得る。たとえば、レガシーネットワークでは、SIB5は、通常
、3つのセグメントを有し、高速ランダムアクセスチャネル(HS-RACH)をサポートするため
に、より多くのセグメントを利用し得る。SIBサイズ決定構成要素110が、1つまたは複数
の前のMIBまたはSIBにおいてネットワークエンティティ104によって示されるように、SIB
におけるセグメントの数に変化があることを検出すると、SIB処理構成要素118は、値タグ
が変化しなかった場合であっても、SIBを処理することを決定することができる。
【００３３】
　別の例では、ネットワークエンティティ104は、1つまたは複数のMIBおよび/またはSIB(
たとえば、変化が示される所与のSIBの以前に送信されたSIB)のパラメータを利用するこ
とによって、その次の送信でのSIBの変化を示すことができる。図3は、図1および図2に関
連して本明細書に記載されており、この点について変更されたシステム情報を示すネット
ワークのための方法300を表す。方法300は、ブロック302で、システム情報が変化したこ
とを決定するステップを含む。SIB生成構成要素130は、(追加の特徴を宣伝するために1つ
または複数のSIBの変更をもたらし得る)ネットワークエンティティ104のための新しくサ
ポートされた特徴を追加することを決定すること、(たとえば、SIBをメモリなどに記憶さ
れた以前に送信されたSIBと比較することに基づいて)SIBを生成すると、SIBの変更を検出
することなど、1つまたは複数のパラメータに基づいてシステム情報における変化を決定
することができる。一例では、SIB生成構成要素130は、SIB情報が変化したかどうかを示
すために、SIBにおける値タグ(たとえば、SIB5値タグ)を増分または循環することもでき
る。
【００３４】
　方法300は、随意に、ブロック304で、システム情報の変化により、値タグが循環したか
どうかを決定するステップを含む。SIB変化指示構成要素134は、随意に、システム情報の
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示構成要素134は、SIB生成構成要素130によって生成されたSIBのその後のバージョン間で
、SIBにおける値タグが(たとえば、最大値から最小限の値に)循環したかどうかを検出す
ることができる。上述したように、ネットワークエンティティ104が他のパラメータを使
用してSIBの変化を示し得るので、この決定は随意であり得るが、値タグが循環しない限
り、SIB変化指示構成要素134は、他のパラメータをさらに使用しないことを決定し得る。
【００３５】
　方法300は、ブロック306で、システム情報スケジューリングパラメータまたはMIB情報
を使用してシステム情報の変化を示すことも含む。SIB変化指示構成要素134は、例示的な
態様に後述される、システム情報スケジューリングパラメータまたはMIB情報(たとえば、
または他のパラメータ)を使用してシステム情報の変化を示すことができる。
【００３６】
　たとえば、SIB生成構成要素130は、SIBが変化したことを示すために、所与のSIBにおけ
るセグメントの異なるスケジューリングを使用することができる。たとえば、SIB生成構
成要素130は、1つまたは複数のMIBまたは前のSIBにおいて示され得る、1つまたは複数の
セグメントの位置またはオフセットを変更することができる。この例では、SIBスケジュ
ール検出構成要素112は、(たとえば、ブロック206での1つまたは複数の分析されたパラメ
ータのように)関係するシステム情報が変化したかどうかを決定するために、(たとえば、
MIB処理構成要素120および/またはSIB処理構成要素118によって処理される)1つまたは複
数のMIBまたは前のSIBにおける所与のSIBについて指定される、1つまたは複数のセグメン
トの位置またはオフセットなど、スケジュールパラメータを決定することができる。1つ
または複数のMIBまたは前のSIBにおいて示されるスケジュールパラメータは、本明細書で
はシステム情報スケジュールパラメータと呼ばれ得る。1つまたは複数のMIBまたは前のSI
Bにおいて指定される位置および/またはオフセットが、ネットワークエンティティ104の
所与のSIBのためのUE102によって記憶されたものと異なる場合、SIB処理構成要素118は、
所与のSIBを処理することを決定することができる。(たとえば、UE102において)1つまた
は複数の前のSIBに記憶されたスケジュールパラメータは、本明細書では記憶されたシス
テム情報スケジュールパラメータ(たとえば、記憶された位置または記憶されたオフセッ
ト)と呼ばれ得る。
【００３７】
　1つの特定の例では、SIBスケジュール検出構成要素112は、以前の例のうちの1つまたは
複数に関連して、SIBスケジューリングを決定することができる。たとえば、SIBスケジュ
ール検出構成要素112は、SIBサイズ決定構成要素110が、MIBまたは1つもしくは複数の前
のSIBにおいて受信されたSIBサイズ(たとえば、セグメントの数)が、ネットワークエンテ
ィティ104または関係するセルについてSIBの以前のバーションのUE102によって記憶され
たものと所与のSIBについて同じであることを決定すると、SIBスケジューリングを決定す
ることができる。追加のまたは代替の例では、SIBスケジューリングは、SIBが変化したか
どうかを示すために使用することができ、および/または値タグがサイクルを完了したか
どうかを示すために値タグとともに使用することができる。後者の例では、SIBスケジュ
ール検出構成要素112は、値タグがネットワークエンティティ104のために記憶されたもの
と同じであることをUE102が決定すると、SIBスケジュールを決定することができる。
【００３８】
　特定の例では、MIB生成構成要素132は、MIB処理構成要素120によって受信し、処理する
ために、以下と類似の値の表にSIBスケジューリング情報を含めることができる。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
たとえば、SIBは変化したがセグメントの数(SEG_COUNT)が同じである場合、SIB変化指示
構成要素134は、SIBが変化したことを示すために異なるSIB_POSおよび/またはSIB_OFFを
使用することができる。たとえば、SIB変化指示構成要素134は、いくつかのMIBフォーマ
ットにおいて識別されるように、SIB_POSまたはSIB_OFFについての次の値を選択すること
ができ、SIB_POSまたはSIB_OFFに従ってSIBをそれに応じて再配置することができる。し
たがって、SIBスケジュール検出構成要素112は、異なるSIB_POSおよび/またはSIB_OFFがM
IBにおいて示されるかどうかを決定することができ、SIB処理構成要素118は、それに応じ
て1つまたは複数のSIBを処理すべきかどうかを決定することができる。同様に上記で説明
したように、SIB変化指示構成要素134は、(たとえば、SIBサイズが同じである場合、値タ
グが同じである場合など)他の例に関連して記載されているように、変化を示し得ること
を諒解されたい。
【００４１】
　さらなる一例では、SIB変化指示構成要素134は、1つまたは複数のSIBが変化したこと、
および/または1つまたは複数のSIBについての値タグが循環またはロールオーバした(たと
えば、ブロック306のように)ことを示すために、MIB値タグを利用することができる。こ
の例では、1つもしくは複数のSIBが変更されると(たとえば、あるSIBが変更される、また
は1組のSIBのうちの1つが変更されると)、または(たとえば、あるSIB、1組のSIBのうちの
1つなど)1つもしくは複数のSIBのための値タグがロールオーバされると、SIB変化指示構
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成要素134は、MIBにおける値タグを含む、および/または変更することができる。したが
って、MIB処理構成要素120によって受信され、処理されたMIB値タグが、システム情報が
変化したかどうかを決定するために、(たとえば、ブロック206での分析されたパラメータ
として)ネットワークエンティティ104のための記憶されたMIB値タグに一致するかどうか
を、MIB分析構成要素114は決定することができる。受信されたMIB値タグが異なる場合、M
IB分析構成要素114は、システム情報が変化したことを決定することができ、SIB処理構成
要素118は、それに応じて1つまたは複数のSIBを処理することを決定することができる。
一例では、SIB処理構成要素118は、更新されたMIB値タグに基づいてどのSIBが変化したか
を知らない可能性があり、したがって、SIB処理構成要素118は、SIB生成構成要素130によ
って生成され、更新されたMIB値タグを処理することに基づいて、ネットワークエンティ
ティ104によってブロードキャストされたすべてのSIBを処理する。
【００４２】
　また別の例では、ネットワークエンティティ104は、対象のSIBが変化したことを通信す
るために、1つまたは複数のデータ構造における余分のビット(たとえば、ダミービット)
を使用することができる。データ構造は、MIBまたは関係するスケジューリングブロック(
SB)に存在し得、したがって、MIB生成構成要素132は、対象のSIBが変化したことを示すビ
ットを指定するために、MIBまたはSBを作成することができる。MIB処理構成要素120は、
それに応じてMIBまたはSBを読み取ることができ、MIB分析構成要素114は、対象のSIBが変
化したかどうかを決定するためにMIBまたはSBの1つまたは複数のパラメータを分析するこ
とができる。SIB処理構成要素118は、対象のSIBが変化したことをMIBまたはSBのビットが
示すとき、対象のSIBを再度読み取ることができる。所与のSIBのために使用されるビット
が、ハードウェア、ファームウェアまたはソフトウェア構成、ネットワーク、ネットワー
クエンティティ104、UE102などによる仕様、ネットワークエンティティ104とUE102との間
の交渉などを介して、MIB生成構成要素132およびMIB分析構成要素114によって既知であり
得ることを諒解されたい。したがって、MIB分析構成要素114は、SIBを再度読み取るかど
うかを決定する際に所与のSIBに関係するビットをチェックすることができる。
【００４３】
　1つの特定の例では、SIB処理構成要素118が1つまたは複数のSIBを読み取る以前に、MIB
分析構成要素114は、最初に、情報要素(IE)「SIBSb-TypeAndTag」を含むMIBおよびSBを読
み取ることができる。このIEでは、いくつかのダミービットがあり得る。ダミービットは
、コーディング方式(たとえば、抽象構文記法1(ASN.1)のコーディング)で未使用のビット
であり、これは、無線リソース制御(RRC)または類似の通信レイヤにおいて使用され得る
。MIB生成構成要素132は、値タグが同一の場合であっても、SIBが変化したことを示すた
めに、ダミービットを使用することができる。一例では、MIB生成構成要素132は、SIBSb-
TypeAndTagの最初のダミービットがSIB5のために使用されるように、MIBを生成する。た
とえば、SIB5のブロードキャストされた値タグが1であり、第1のダミービットが値を有す
る場合、これは、値タグがロールオーバし、その記憶された値タグが同一の場合であって
も、UE102がSIB5を再度読み取る必要があることを示し得る。したがって、MIB分析構成要
素114は、この例では、SIBSb-TypeAndTagが値を有するかどうかを決定するために、MIBを
読み取ることができる。SIBSb-TypeAndTagは、以下のフォーマットを有し得る。
SIBSb-TypeAndTag ::=　　 CHOICE {
　sysInfoType1　　　　 PLMN-ValueTag,
　sysInfoType2　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType3　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType4　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType5　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType6　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType7　　　　 NULL,
　dummy　　　　　　　　CellValueTag,
　dummy2　　　　　　　　 NULL,
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　dummy3　　　　　　　　 NULL,
　sysInfoType11　　　　CellValueTag,
　sysInfoType12　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-1　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-2　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-3　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-4　　　　CellValueTag,
　sysInfoType14　　　　NULL,
　sysInfoType15　　　　CellValueTag,
　sysInfoType16　　　　PredefinedConfigIdentityAndValueTag,
　sysInfoType17　　　　NULL,
　sysInfoTypeSB1　　　　 CellValueTag,
　sysInfoTypeSB2　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType15-1　　　　CellValueTag,
　sysInfoType15-2　　　　SIBOccurrenceIdentityAndValueTag,
　sysInfoType15-3　　　　SIBOccurrenceIdentityAndValueTag,
　sysInfoType15-4　　　　CellValueTag,
　sysInfoType18　　　　CellValueTag,
　sysInfoType15-5　　　　CellValueTag,
　sysInfoType5bis　　　　CellValueTag,
　spare2　　　　　　　 NULL,
　spare1　　　　　　　 NULL
}
したがって、第1のダミービットは、SIBが変化したかどうか、および/または対応するCel
lValueTagがタグのサイクルを完了したかどうかを指定するCellValueTagを示すことがで
きる。ダミービットを使用する複数の方法があり、上記の説明は、使用を制限するための
ものではない。その結果、「sysInfoTypex CellValueTag」および「ダミー」ビットの組
合せを使用することによって、MIB生成構成要素132は、対応するSIBが変化したかどうか
、および/または、SIBのためのCellValueTagがサイクルを完了したかどうか(およびした
がって、SIBは変化したが、UE102によって記憶されたものと同じ値であり得る)を示すた
めに、MIBを生成することができる。したがって、MIB分析構成要素114は、MIB処理構成要
素120によって受信されたMIBを分析することができ、SIBを読み取る以前に1つまたは複数
のSIBが変化したかどうかを決定するために、CellValueTagおよび/またはダミービットの
値を決定することができる。
【００４４】
　別の例では、SIBSb-TypeAndTagに含まれ得るSIB-TypeAndTagのダミービットが同じよう
に使用され得る。たとえば、SIB-TypeAndTagは、以下で提供されるものと類似のフォーマ
ットを有することができ、ダミービットのうちの1つまたは複数は、対応するSIBが変化し
たかどうかを示すために使用され得る。
SIB-TypeAndTag ::=　　　　CHOICE {
　sysInfoType1　　　　　 PLMN-ValueTag,
　sysInfoType2　　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType3　　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType4　　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType5　　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType6　　　　　 CellValueTag,
　sysInfoType7　　　　　 NULL,
　dummy　　　　　　　　CellValueTag,
　dummy2　　　　　　　 NULL,
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　dummy3　　　　　　　 NULL,
　sysInfoType11　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType12　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-1　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-2　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-3　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType13-4　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType14　　　　　NULL,
　sysInfoType15　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType16　　　　　PredefinedConfigIdentityAndValueTag,
　sysInfoType17　　　　　NULL,
　sysInfoType15-1　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType15-2　　　　　SIBOccurrenceIdentityAndValueTag,
　sysInfoType15-3　　　　　SIBOccurrenceIdentityAndValueTag,
　sysInfoType15-4　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType18　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType15-5　　　　　CellValueTag,
　sysInfoType5bis　　　　　 CellValueTag,
　spare4　　　　　　　　NULL,
　spare3　　　　　　　　NULL,
　spare2　　　　　　　　NULL,
　spare1　　　　　　　　NULL
}
【００４５】
　図4は、図1に関連して記載されており、ネットワークエンティティからシステム情報を
読み取った後初期化される再読取りタイマーに基づいて、システム情報を処理するための
例示的な方法400を示す。方法400は、ブロック402で、ネットワークエンティティから受
信されたシステム情報のための再読取りタイマーを初期化するステップを含む。SIB再読
取りタイマー構成要素116は、システム情報を処理することに少なくとも部分的に基づい
て、ネットワークエンティティ104から受信されたシステム情報のための再読取りタイマ
ーを初期化することができる。この点について、たとえば、SIB再読取りタイマー構成要
素116は、1つまたは複数のネットワークエンティティまたは関係するセルによって受信さ
れた1つまたは複数のSIBのためのタイマーを管理することができる。初期化のためのタイ
マー値は、観察されたパラメータまたは以前のタイマー値などに基づいて、SIB再読取り
タイマー構成要素116によって生成された、(たとえば、SIBまたはネットワークからの他
の通信における)ワイヤレスネットワークとの通信に基づいて、ネットワークエンティテ
ィ104または他のネットワークエンティティからの構成において受信された(たとえば、UE
102のハードウェア、ファームウェア、またはソフトウェア構成を介して)UE102における
構成された再読取りタイマー値とすることができる。
【００４６】
　方法400は、ブロック404で、再読取りタイマーの満了を検出するステップも含む。SIB
再読取りタイマー構成要素116は、再読取りタイマーの満了を検出することができる。記
載されているように、SIB再読取りタイマー構成要素116は、複数のネットワークエンティ
ティまたは関係するセルから読み取られた1つまたは複数のSIBに関係する複数のタイマー
を初期化し、その満了を検出することができる。この点について、タイマーの完了は、対
応するネットワークエンティティまたは関係するセルのカバレージに入ると、対応するネ
ットワークエンティティまたは関係するセルにおける対応するSIBが再度読み取られなけ
ればならないことを示し得る。
【００４７】
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　それに応じて、方法400は、ブロック406で、再読取りタイマーの満了に少なくとも部分
的に基づいて、ネットワークエンティティのカバレージに移動すると、ネットワークエン
ティティのために受信された追加のシステム情報を処理するステップも含む。SIB処理構
成要素118は、関係する再読取りタイマーの満了に少なくとも部分的に基づいて、ネット
ワークエンティティ104のカバレージに移動すると、ネットワークエンティティ104のため
の追加のシステム情報を処理することができる。上述したように、再読取りタイマーは、
ネットワークエンティティ104または関係するセルの1つまたは複数のSIBに関係し得る。
したがって、SIB処理構成要素118は、UE102がネットワークエンティティ104または関係す
るセルのカバレージから離れ、そこに戻ると、(たとえば、追加のシステム情報として)ネ
ットワークエンティティ104から受信された1つまたは複数のSIBを処理することができ、
この場合、SIBは満了した再読取りタイマーに関係する。
【００４８】
　満了した再読取りタイマーが他のネットワークエンティティまたはセルに関係し得るこ
とを諒解されたい。したがって、他のネットワークエンティティまたは関係するセルのカ
バレージに入ると、たとえば、SIB再読取りタイマー構成要素116は、他のネットワークエ
ンティティまたは関係するセルのために、任意のSIB再読取りタイマーが満了になったか
どうかを判断することができ、そうである場合、SIB処理構成要素118は、他のネットワー
クエンティティまたは関係するセルのための満了したタイマーに対応するSIBを再度読み
取ることができる。さらに、SIB処理構成要素118がSIBを処理することに基づいて、SIB再
読取りタイマー構成要素116は、SIBおよびネットワークエンティティ104または関係する
セルのための再読取りタイマーを再度初期化することができる。さらに、上述したように
、再読取りタイマーが値タグとともに使用され得、したがって、UE102がネットワークエ
ンティティ104または関係するセルのカバレージに再び入るとき、ネットワークエンティ
ティ104によってブロードキャストされる値タグが異なる場合、SIB処理構成要素118は、
再読取りタイマー値に関係なく、SIBを再度読み取ることができ、一例では、SIB再読取り
タイマー構成要素116は、SIB処理構成要素118が読み取られたタイマー値に関係なくSIBを
再度読み取ることに基づいて、タイマーを再度初期化する。
【００４９】
　図5は、処理システム514を採用する装置500のためのハードウェア実装形態の一例を示
す概念図である。いくつかの例では、処理システム514は、(たとえば、図1のUE102または
ネットワークエンティティ104など)UEまたはUEの構成要素を含み得る。この例では、処理
システム514は、バス502によって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され
る場合がある。バス502は、処理システム514の特定の用途および全体的な設計制約に応じ
て、任意の数の相互接続するバスおよびブリッジを含む場合がある。バス502は、本明細
書で説明する1つまたは複数の方法または手順を実行するように構成され得る、プロセッ
サ504によって概略的に表される1つまたは複数のプロセッサ、コンピュータ可読媒体506
によって概略的に表されるコンピュータ可読媒体、パラメータ分析構成要素108、SIB処理
構成要素118、MIB処理構成要素120、SIB生成構成要素130、MIB生成構成要素132、SIB変化
指示構成要素134など(図1参照)を含む様々な回路を結びつける。
【００５０】
　バス502は、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路な
どの様々な他の回路をリンクすることもできるが、これらの回路は当技術分野でよく知ら
れている。バスインターフェース508は、バス502とトランシーバ510との間のインターフ
ェースを提供する。トランシーバ510は、送信媒体を介して様々な他の装置と通信するた
めの手段を提供する。たとえば、トランシーバ510は、SIB/MIB受信構成要素106、SIB/MIB
送信構成要素136などの機能を実行するように構成され、またはさもなければ特別にプロ
グラムされ得る。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース512(たとえば、キーパッ
ド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョイスティック)が設けられる場合も
ある。
【００５１】
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　プロセッサ504は、バス502の管理と、コンピュータ可読媒体506上に記憶されたソフト
ウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウェアは、プロセッサ504によっ
て実行されたとき、任意の特定の装置用の以下で説明する様々な機能を処理システム514
に実行させる。コンピュータ可読媒体506は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ5
04によって操作されるデータを記憶するためにも使用され得る。
【００５２】
　一態様では、プロセッサ504、コンピュータ可読媒体506、または両方の組合せは、SIB/
MIB受信構成要素106、パラメータ分析構成要素108、SIB処理構成要素118、MIB処理構成要
素120、SIB生成構成要素130、MIB生成構成要素132、SIB変化指示構成要素134、SIB/MIB送
信構成要素136など、その構成要素、または本明細書で説明した様々な他の構成要素など
の機能を実行するように構成され、またはさもなければ特別にプログラムされ得る。
【００５３】
　図6は、様々な装置を使用するLTEネットワークアーキテクチャ600を示す図である。LTE
ネットワークアーキテクチャ600は、発展型パケットシステム(EPS)600と呼ばれ得る。EPS
600は、1つまたは複数のユーザ機器(UE)102、発展型UMTS地上波無線アクセスネットワー
ク(E-UTRAN)604、発展型パケットコア(EPC)610、ホーム加入者サーバ(HSS)620、および事
業者のIPサービス622を含む場合がある。EPSは、他のアクセスネットワークと相互接続す
ることができるが、簡単化のために、それらのエンティティ/インターフェースは図示さ
れていない。図示されるように、EPSはパケット交換サービスを提供するが、当業者は、
本明細書に提示された様々な概念は、回路交換サービスを提供するネットワークに拡張さ
れ得ることが容易に理解できるであろう。
【００５４】
　E-UTRANは、ネットワークエンティティ104を含み得るeNB606、および他のeNB608を含む
。eNB606は、UE102に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終
端とを提供する。eNB606は、X2インターフェース(すなわち、バックホール)を介して他の
eNB608に接続され得る。eNB606はまた、当業者によって、基地局、基地トランシーバ局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット(BSS)、拡張サ
ービスセット(ESS)と呼ばれるか、または他の何らかの適切な用語で呼ばれることもある
。eNB606は、UE102のためにEPC610へのアクセスポイントを提供する。UE102の例には、携
帯電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル(SIP)電話、ラップトップ、携帯情
報端末(PDA)、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイ
ス、デジタルオーディオプレーヤ(たとえば、MP3プレーヤ)、カメラ、ゲームコンソール
、または同様に機能する任意の他のデバイスがある。UE102はまた、当業者によって、移
動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユ
ニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデ
バイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端
末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアントと呼ばれ
るか、または他の何らかの適切な用語で呼ばれることもある。
【００５５】
　eNB606は、S1インターフェースによってEPC610に接続される。EPC610は、モビリティ管
理エンティティ(MME)612、他のMME614、サービングゲートウェイ616、およびパケットデ
ータネットワーク(PDN)ゲートウェイ618を含む。MME612は、UE102とEPC610との間のシグ
ナリングを処理する制御ノードである。一般に、MME612は、ベアラおよび接続の管理を行
う。すべてのユーザIPパケットは、サービングゲートウェイ616を通じて転送され、サー
ビングゲートウェイ616自体は、PDNゲートウェイ618に接続される。PDNゲートウェイ618
は、UEのIPアドレスの割当てだけでなく、他の機能を提供する。PDNゲートウェイ618は、
事業者のIPサービス622に接続される。事業者のIPサービス622は、インターネット、イン
トラネット、IPマルチメディアサブシステム(IMS)、およびPSストリーミングサービス(PS
S)を含む。
【００５６】
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　図7は、LTEネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワークの一例を示す図
である。この例では、アクセスネットワーク700は、いくつかのセルラー領域(セル)702に
分割されている。1つまたは複数の低電力クラスeNB708、712は、セル702のうちの1つまた
は複数と重複するセルラー領域710、714をそれぞれ有し得る。低電力クラスeNB708、712
は、スモールセル(たとえば、ホームeNB(HeNB))でもよい。高電力クラスまたはマクロeNB
704は、セル702に割り当てられ、セル702中のすべてのUE102のためにEPC610へのアクセス
ポイントを提供するように構成される。一例では、図1で説明したように、eNB704、708、
712は、ネットワークエンティティ104とすることができる。アクセスネットワーク700の
この例では集中型コントローラはないが、代替構成では集中型コントローラが使用されて
よい。eNB704は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリ
ング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ616への接続を含む、すべての無線
関連機能を担う。
【００５７】
　アクセスネットワーク700によって利用される変調および多元接続方式は、展開されて
いる特定の電気通信規格に応じて異なる場合がある。LTE適用例では、ダウンリンク(DL)
上では直交周波数分割多重(OFDM)が使用され、アップリンク(UL)上ではシングルキャリア
周波数分割多元接続(SC-FDMA)が使用されて、周波数分割複信(FDD)と時分割複信(TDD)の
両方がサポートされる。当業者が以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書
で提示する様々な概念は、LTEの適用例に好適である。しかしながら、これらの概念は、
他の変調技法および多元接続技法を利用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例
として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド(EV-DO)またはウル
トラモバイルブロードバンド(UMB)に拡張され得る。EV-DOおよびUMBは、CDMA2000規格フ
ァミリーの一部として第3世代パートナーシッププロジェクト2(3GPP2)によって公表され
たエアインターフェース規格であり、CDMAを利用して移動局にブロードバンドインターネ
ットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域CDMA(W-CDMA)および他のCDMA変形
態(TD-SCDMAなど)を用いるユニバーサル地上無線アクセス(UTRA:Universal Terrestrial 
Radio Access)と、TDMAを用いるグローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション
ズ(GSM(登録商標))と、OFDMAを用いる発展型UTRA(E-UTRA)、ウルトラモバイルブロードバ
ンド(UMB)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、およびOFDMAを用いる
フラッシュOFDMと、にも拡張することができる。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、およびGSM(
登録商標)については、3GPP団体による文書に記載されている。CDMA2000およびUMBについ
ては、3GPP2団体による文書に記載されている。利用される実際のワイヤレス通信規格お
よび多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存す
る。
【００５８】
　eNB704は、多入力多出力(MIMO)技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。MIMO技
術を使用すると、eNB704が空間領域を活用して、空間多重化、ビームフォーミング、およ
び送信ダイバーシティをサポートすることが可能になる。
【００５９】
　空間多重化は、同じ周波数上で同時にデータの様々なストリームを送信するために使用
され得る。データストリームは、単一のUE102に送信してデータレートを増大させること
ができ、または、複数のUE102に送信して全体的なシステム容量を増大させることができ
る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし、次いで空間的にプリコ
ーディングされた各ストリームをダウンリンク上で異なる送信アンテナを通じて送信する
ことによって達成される。空間的にプリコーディングされたデータストリームは、異なる
空間シグネチャとともにUE102に到達し、これにより、UE102の各々は、そのUE102に向け
られた1つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。アップリンク上
では、各UE102は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これに
より、eNB704は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを特定す
ることが可能になる。
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【００６０】
　空間多重化は、一般に、チャネル状態が良好なときに使用される。チャネル状態がさほ
ど好ましくないときは、送信エネルギーを1つまたは複数の方向に集中させるために、ビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通じた送信のためにデータ
を空間的にプリコーディングすることによって実現され得る。セルのエッジにおいて良好
なカバレージを実現するために、単一ストリームのビームフォーミング送信が、送信ダイ
バーシティと組み合わせて使用され得る。
【００６１】
　後続の詳細な説明では、ダウンリンク上でOFDMをサポートするMIMOシステムを参照して
、アクセスネットワークの様々な態様について述べる。OFDMは、OFDMシンボル内のいくつ
かのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サブキャリアは
、寸分違わない周波数で間隔があけられる。間隔は、受信機がサブキャリアからのデータ
を復元することを可能にする「直交性」をもたらす。時間領域では、OFDMシンボル間干渉
をなくすために、ガードインターバル(たとえば、サイクリックプレフィックス)を各OFDM
シンボルに追加することができる。アップリンクは、SC-FDMAをDFT拡散OFDM信号の形で使
用して、高いピーク対平均電力比(PAPR)を補償することができる。
【００６２】
　図8を参照すると、UE(たとえば、図1のUE102)およびeNB(たとえば、図1のネットワーク
エンティティ104)のための無線プロトコルアーキテクチャは、レイヤ1、レイヤ2、および
レイヤ3の3つのレイヤとともに示されている。レイヤ1は、最も低いレイヤであり、様々
な物理レイヤ信号処理機能を実施する。レイヤ1は、本明細書において物理レイヤ806と呼
ばれる。レイヤ2(L2レイヤ)808は、物理レイヤ806の上にあり、物理レイヤ806を介したUE
とeNBとの間のリンクを担当する。
【００６３】
　ユーザプレーンでは、L2レイヤ808は、媒体アクセス制御(MAC)サブレイヤ810、無線リ
ンク制御(RLC)サブレイヤ812、およびパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)
814サブレイヤを含み、これらはネットワーク側のeNBで終端される。図示されていないが
、UEは、L2レイヤ808の上にいくつかの上位レイヤを有する場合があり、これらは、ネッ
トワーク側のPDNゲートウェイ618(図6参照)で終端されるネットワークレイヤ(たとえば、
IPレイヤ)と、接続の他端(たとえば、遠端UE、サーバなど)で終端されるアプリケーショ
ンレイヤとを含む。
【００６４】
　PDCPサブレイヤ814は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う。PDCP
サブレイヤ814はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減するための上位レイヤデータパ
ケットのヘッダ圧縮、データパケットの暗号化によるセキュリティ、およびeNB間のUEの
ハンドオーバのサポートを実現する。RLCサブレイヤ812は、上位レイヤのデータパケット
のセグメント化および再アセンブリ、紛失したデータパケットの再送信、ならびに、ハイ
ブリッド自動再送要求(HARQ)に起因して順序が乱れた受信を補償するデータパケットの並
べ替えを実現する。MACサブレイヤ810は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間
の多重化を実現する。MACサブレイヤ810はまた、1つのセルの中の様々な無線リソース(た
とえばリソースブロック)をUEの間で割り振ることを担当する。MACサブレイヤ810は、HAR
Q動作の責任も負っている。
【００６５】
　制御プレーンでは、UEおよびeNB用の無線プロトコルアーキテクチャは、制御プレーン
用のヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ806およびL2レイヤ808の場合と実質
的に同じである。制御プレーンは、レイヤ3の無線リソース制御(RRC)サブレイヤ816をさ
らに含む。RRCサブレイヤ816は、無線リソース(すなわち、無線ベアラ)を入手する、およ
びeNBとUEとの間のRRCシグナリングを用いて下位レイヤを構成する責任を担う。
【００６６】
　図9を参照すると、UE950と通信するノードB910の態様であり、ノードB910は、図1のネ
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ットワークエンティティ104とすることができ、UE950は、図1で説明したように、その機
能および/または構成要素を実行しているUE102とすることができる。ダウンリンク通信に
おいて、送信プロセッサ920が、データソース912からデータを受信し、コントローラ/プ
ロセッサ940から制御信号を受信することができる。送信プロセッサ920は、データおよび
制御信号、ならびに基準信号(たとえば、パイロット信号)のための様々な信号処理機能を
提供する。たとえば、送信プロセッサ920は、誤り検出のための巡回冗長検査(CRC)コード
、順方向誤り訂正(FEC)を容易にするためのコーディングおよびインターリービング、様
々な変調方式(たとえば、二位相偏移変調(BPSK)、四位相偏移変調(QPSK)、M位相偏移変調
(M-PSK)、M直交振幅変調(M-QAM)など)に基づく信号コンスタレーションへのマッピング、
直交可変拡散率(OVSF)による拡散、および、一連のシンボルを生成するためのスクランブ
リングコードとの乗算を提供することができる。チャネルプロセッサ944からのチャネル
推定値が、送信プロセッサ920のためのコーディング、変調、拡散、および/またはスクラ
ンブル方式を決定するために、コントローラ/プロセッサ940によって使用される場合があ
る。これらのチャネル推定は、UE950によって送信される参照信号から、またはUE950から
のフィードバックから、導出され得る。送信プロセッサ920によって生成されたシンボル
は、フレーム構造を生成するために、送信フレームプロセッサ930に提供される。送信フ
レームプロセッサ930は、コントローラ/プロセッサ940からの情報でシンボルを多重化す
ることによって、このフレーム構造を作成し、一連のフレームが得られる。次いで、これ
らのフレームは送信機932に提供され、送信機932は、アンテナ934を通じたワイヤレス媒
体によるダウンリンク送信のために、増幅、フィルタリング、およびフレームのキャリア
上への変調を含む、様々な信号調整機能を提供する。アンテナ934は、たとえば、ビーム
ステアリング双方向適応アンテナアレイまたは他の同様のビーム技術を含む、1つもしく
は複数のアンテナを含み得る。
【００６７】
　UE950において、受信機954は、アンテナ952を通じてダウンリンク送信を受信し、その
送信を処理してキャリア上に変調された情報を復元する。受信機954によって復元された
情報は、受信フレームプロセッサ960に提供される、受信フレームプロセッサ960は、各フ
レームを解析し、フレームからの情報をチャネルプロセッサ994に提供し、データ信号、
制御信号および基準信号を受信プロセッサ970に提供する。受信プロセッサ970は、次いで
、ノードB910において送信プロセッサ920によって実施される処理の逆を実施する。より
具体的には、受信プロセッサ970は、シンボルを逆スクランブルおよび逆拡散し、次いで
、変調方式に基づいて、ノードB910によって送信された、可能性が最も高い信号コンステ
レーション点を決定する。これらの軟判定は、チャネルプロセッサ994によって計算され
たチャネル推定値に基づくことができる。軟判定は、その後、データ信号、制御信号、お
よび基準信号を再生するために、復号され、デインターリーブされる。その後、フレーム
の復号に成功したか否かを判断するために、CRCコードが検査される。その後、復号に成
功したフレームによって搬送されたデータがデータシンク972に提供され、データシンク9
72は、UE950および/または様々なユーザインターフェース(たとえば、ディスプレイ)にお
いて実行されているアプリケーションを表す。復号に成功したフレームによって搬送され
た制御信号は、コントローラ/プロセッサ990に提供される。受信プロセッサ970によるフ
レームの復号が失敗すると、コントローラ/プロセッサ990はまた、肯定応答(ACK)プロト
コルおよび/または否定応答(NACK)プロトコルを使用して、これらのフレームの再送信要
求をサポートし得る。
【００６８】
　アップリンクにおいて、データソース978からのデータ、および、コントローラ/プロセ
ッサ990からの制御信号が、送信プロセッサ980に提供される。データソース978は、UE950
および様々なユーザインターフェース(たとえば、キーボード)において実行されているア
プリケーションを表すことができる。ノードB910によるダウンリンク送信に関して説明さ
れた機能と同様に、送信プロセッサ980は、CRCコード、FECを容易にするためのコーディ
ングおよびインターリービング、信号コンスタレーションへのマッピング、OVSFによる拡
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散、ならびに、一連のシンボルを生成するためのスクランブル処理を含む、様々な信号処
理機能を提供する。ノードB910によって送信される基準信号から、または、ノードB910に
よって送信されるミッドアンブル中に含まれるフィードバックから、チャネルプロセッサ
994によって導出されるチャネル推定値を用いて、適切なコーディング、変調、拡散、お
よび/またはスクランブル方式を選択することができる。送信プロセッサ980によって生成
されるシンボルは、フレーム構造を生成するために、送信フレームプロセッサ982に提供
されることになる。送信フレームプロセッサ982は、コントローラ/プロセッサ990からの
情報でシンボルを多重化することによって、このフレーム構造を作成し、一連のフレーム
が得られる。次いで、これらのフレームは送信機956に提供され、送信機956は、アンテナ
952を通じたワイヤレス媒体によるアップリンク送信のために、増幅、フィルタリング、
およびフレームのキャリア上への変調を含む、様々な信号調整機能を提供する。
【００６９】
　アップリンク送信は、UE950において受信機機能に関して説明されたのと同様の方式で
、ノードB910において処理される。受信機935は、アンテナ934を通じてアップリンク送信
を受信し、その送信を処理してキャリア上へ変調された情報を復元する。受信機935によ
って復元された情報は、受信フレームプロセッサ936に提供され、受信フレームプロセッ
サ936は、各フレームを解析し、フレームからの情報をチャネルプロセッサ944に提供し、
データ信号、制御信号および基準信号を受信プロセッサ938に提供する。受信プロセッサ9
38は、UE950中の送信プロセッサ980によって実行される処理の逆を実行する。復号に成功
したフレームによって搬送されたデータおよび制御信号は、次いで、それぞれデータシン
ク939およびコントローラ/プロセッサに提供され得る。受信プロセッサによるフレームの
一部の復号が失敗した場合、コントローラ/プロセッサ940はまた、肯定応答(ACK)プロト
コルおよび/または否定応答(NACK)プロトコルを使用して、これらのフレームの再送信要
求をサポートし得る。
【００７０】
　コントローラ/プロセッサ940および990は、それぞれノードB910およびUE950における動
作を指示するために使われ得る。たとえば、コントローラ/プロセッサ940および990は、
タイミングと、周辺機器インターフェースと、電圧レギュレーションと、電力管理と、他
の制御機能とを含む様々な機能を提供することができる。加えて、たとえば、コントロー
ラ/プロセッサ940は、図1のUE102および/またはネットワークエンティティ104の記載され
ている1つまたは複数の構成要素を含むことができ、および/または、本明細書で説明した
ように、その関係する機能を実行することができる。メモリ942および992のコンピュータ
可読媒体は、(たとえばUE102、ネットワークエンティティ104、および/またはそれらの関
係する構成要素に関して本明細書で説明する機能を実行するために)それぞれ、ノードB91
0およびUE950のためのデータおよびソフトウェアを記憶することができる。ノードB910に
おけるスケジューラ/プロセッサ946は、UEにリソースを割り振り、UEのためのダウンリン
ク送信および/またはアップリンク送信をスケジュールするために使用することができる
。
【００７１】
　電気通信システムのいくつかの態様は、W-CDMAシステムを参照して示した。当業者なら
容易に諒解するように、本開示全体にわたって説明する様々な態様は、他の電気通信シス
テム、ネットワークアーキテクチャおよび通信規格に拡張され得る。
【００７２】
　例として、本明細書で説明する様々な態様は、W-CDMA、TD-SCDMA、高速ダウンリンクパ
ケットアクセス(HSDPA)、高速アップリンクパケットアクセス(HSUPA)、高速パケットアク
セスプラス(HSPA+)、およびTD-CDMAなどの、他のUMTSシステムに拡張され得る。様々な態
様はまた、ロングタームエボリューション(LTE)(FDD、TDD、またはこれら両方のモードに
よる)、LTEアドバンスト(LTE-A)(FDD、TDD、またはこれら両方のモードによる)、CDMA200
0、エボリューションデータオプティマイズド(EV-DO)、ウルトラモバイルブロードバンド
(UMB)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、ウルトラワイドバンド(UW
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B)、Bluetooth(登録商標)、および/または他の適切なシステムを利用するシステムに拡張
することができる。採用される実際の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、およ
び/または通信規格は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存
する。
【００７３】
　様々な態様によれば、要素または要素の一部分または要素の組合せは、1つまたは複数
のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例としては、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバイス(PLD)、状態機械、
ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本明細書で説明する様々な機能を実行するよ
うに構成された他の適切なハードウェアがある。処理システム内の1つまたは複数のプロ
セッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア
、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他の名称
で呼ばれるかどうかにかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プロ
グラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーショ
ン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン
、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プロシージャ、機能などを意味する
ように広く解釈されるべきである。ソフトウェアは、コンピュータ可読媒体上に存在する
場合がある。コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体であり得る。非一
時的コンピュータ可読媒体には、例として、磁気ストレージデバイス(たとえば、ハード
ディスク、フロッピー(登録商標)ディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コ
ンパクトディスク(CD)、デジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシュメ
モリデバイス(たとえば、カード、スティック、キードライブ)、ランダムアクセスメモリ
(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)、電気
的消去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、ならびに、コンピュータが
アクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/または命令を記憶するための任意
の他の適切な媒体が含まれる。コンピュータ可読媒体はまた、例として、搬送波、伝送路
、ならびに、コンピュータがアクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/また
は命令を送信するための任意の他の適切な媒体を含み得る。コンピュータ可読媒体は、処
理システ
ム中に存在するか、処理システムの外部に存在するか、または処理システムを含む複数の
エンティティにわたって分散され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータプログラ
ム製品内で具現化される場合がある。例として、コンピュータプログラム製品には、パッ
ケージング材料内のコンピュータ可読媒体が含まれ得る。当業者は、特定の適用例および
全体的なシステムに課された全体的な設計制約に応じて、本明細書で提示する上記の機能
を実現する最良の方法を認識されよう。
【００７４】
　開示された方法におけるステップの具体的な順序または階層は例示的なプロセスの例示
であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、本明細書に記載された方法または
方法論におけるステップの特定の順序または階層は、再配置可能であることを理解された
い。添付の方法クレームは、サンプルの順序で様々なステップの要素を提示し、本明細書
において特に指定がない限り、提示された特定の順序または階層に限定されることを意味
しない。
【００７５】
　上記の説明は、本明細書において説明される様々な態様を当業者が実施できるようにす
るために提供される。これらの態様に対する様々な変更形態は、当業者に容易に明らかに
なり、本明細書において規定される一般原理は、他の態様に適用することができる。した
がって、特許請求の範囲は本明細書において示される態様に限定されることを意図するも
のではなく、特許請求の範囲の文言と一致するすべての範囲を許容すべきであり、単数の
要素への言及は、「唯一の」と明記されない限り、「唯一の」ではなく、「1つまたは複
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数の」を意味することを意図している。別段に明記されていない限り、「いくつかの」と
いう用語は「1つまたは複数の」を指す。項目のリスト「のうちの少なくとも1つ」につい
て言及する句は、単一のメンバーを含むこれらの項目の任意の組合せを指す。一例として
、「a、b、またはcのうちの少なくとも1つ」は、a、b、c、aおよびb、aおよびc、bおよび
c、ならびにa、bおよびcを含むことが意図される。当業者に知られているまたは後で当業
者に知られることになる、本明細書で説明する様々な態様の要素の構造的および機能的な
すべての均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包
含されることが意図される。さらに、本明細書に開示されるものは、そのようなものが特
許請求の範囲において明示的に列挙されているか否かにかかわらず、公共用に提供される
ことは意図していない。特許請求の範囲のいかなる要素も、「のための手段」という句を
使用して要素が明確に記載されていない限り、または方法クレームの場合に「のためのス
テップ」という句を使用して要素が記載されていない限り、旧法第112条第6項または現米
国特許法第112条(f)項の規定の下で解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【００７６】
　　100　システム
　　102　UE
　　104　ネットワークエンティティ
　　106　SIB/MIB受信構成要素
　　108　パラメータ分析構成要素
　　110　SIBサイズ決定構成要素
　　112　SIBスケジュール検出構成要素
　　114　MIB分析構成要素
　　116　SIB再読取りタイマー構成要素
　　118　SIB処理構成要素
　　120　MIB処理構成要素
　　122　受信システム情報(SI)
　　124　SI
　　130　SIB生成構成要素
　　132　MIB生成構成要素
　　134　SIB変化指示構成要素
　　136　SIB/MIB送信構成要素
　　410　トランシーバ
　　500　装置
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